
 

 

議会報告会 会場報告書 

 

担当班：1班  班代表者：木戸貞一            

 

概要 

地区名 ：村雲地区 

日時  ：平成２８年１１月４日（金） 

     １９：３０～２１：０８ 

場所  ：ハートピアセンター 

参加人数：１２人(男１１人・女１人) 

【出席議員】 

 木戸貞一 

 隅田雅春 

 大上和則 

 國里修久 

 渡辺拓道 

 吉田知代 

（１）開会あいさつ ：木戸貞一 

（２）議会報告   ：國里修久 

（３）質疑応答   ：下記参照 

（４）意見・提言等 ：下記参照 

（５）閉会あいさつ ：國里修久 

挨拶・総括    ：木戸貞一 

司会進行     ：大上和則 

報告       ：國里修久 

受付・記録    ：隅田雅治 

：渡辺拓道 

会場（マイク）  ：吉田知代 

 

【主な質疑】 

質疑・意見 回答 

・議員になった理由と議員として大事にしている信念等について教えていただ

きたい。 

・議員個人への質疑にあたることから、この議会報告会という場での回答

は控えさせていただきますが、初心に帰ることや信念を持つことの重要性

を指摘していただいたと捉えています。 

・議会は公正な運営が求められているが、会派による派閥がそれを阻害してい

ないか。議会運営に会派は必要なのか。 

・会派については、議会基本条例制定の際に議論し、その必要性を確認し

ています。市議会議員として１８名がいる中、協議事項について個々の意

見を調整・統合していくことは、かなりの時間を要するため、合議の仕組

みとして有効に働いています。また、政策等の調査研究についても、個々

で行うよりも、会派として集団で行う方が効率的であること等から、会派

の必要性はあると考えています。 

会派無所属議員に対しては、議会運営委員会における協議・決定事項を

即日情報提供しています。また、重要案件については、議長から直接報告

し、意見等があれば議会運営委員会に繋ぐようにして公正な議会運営に努

めています。 



 

 

質疑・意見 回答 

・市施策が西部に厚く、東部に薄いのではないか。 

・施策が市内各地域において均衡しているかという点も重要であるが、市

全体の住民福祉向上という観点も重要であり、必要な事業を地域に講じて

います。投下されている予算等が地域によって大きく偏っているのであれ

ば、また改めてご指摘いただきたいと考えます。 

・自然災害を未然に防ぐための取り組みが必要であり、人材・農地・集落機能

の空洞化を踏まえて、議会として市に提言していくべきである。 

・ご指摘の空洞化に関する 3 つの視点は重要であると認識しています。

この問題は一つの施策で解決できるものでなく、総合的な施策でもって解

決に導く必要があり、議会においてもその視点を持ち議論・検討している

状況であると理解いただきたいと考えます。 

今回改めて各空洞化対策は重要であると指摘いただいたので、持ち帰り議

会としても議論します。 

・日本遺産認定やユネスコ創造都市ネットワーク加盟など篠山の魅力が社会的

に認められてきている中、その恩恵は主に市中心部が受けており、東部などの

周辺地には波及していないと感じている。東部へも波及するような働きかけが

必要ではないか。 

・現状では、デカンショ館の設立など中心地の観光振興施策が主でありま

すが、将来的には、全市へ波及するような施策について検討することにな

ると考えます。議会としても注視していきます。 

・自治会等からの道路舗装に関する要望等は年にどの程度あるのか。市道の総

延長やコスト等を考慮すると大変であると思うが、地域の実情を認識いただ

き、対応いただきたい。 

・平成 27 年度においては、全体で 392 件の要望があり、道路・河川・橋

梁等のまちづくり部が所管する要望は 115 件とのことです。市道の維持管

理費用は年間 6,000 万円程度である中、道路状況をみながら、優先順位を

つけて補修等を行っています。 

・消防の年末警戒の際、道中にトイレがなく消防団員が困っており、今後、女

性の消防団員が出てくることを期待することも含めて、草ノ上消防詰所トイレ

の設置について市に要望書を提出したが、多紀小学校のトイレを利用して対応

いただきたい旨の回答であり、こちらが催促してからの回答であった。行政・

地域の実情を伝えるという意味で、意見しておく。 

・要望について適切に対応するように執行部に申し入れます。 

 


